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はじめに  演者らは、1945年 8月までアジア太平洋地域で日本

が作製した地図（広義の外邦図）の調査を継続する過程で（小林

編 2009など）、アメリカ国立公文書館Ⅱ(NARAⅡ)の収蔵資料の調

査を重ね、同館で U-2機撮影の中国大陸偵察空中写真を公開して

いることを知った。地形図や空中写真の利用が厳しく制限されて

いる中華人民共和国の地理学研究に際しては、すでに CORONA

偵察衛星の写真が広く利用されてきた（渡邊・高田・相馬 2006、

熊原・中田 2000など）。これに対し U-2機による空中写真は、高

度約 2万メートルで撮影されたもので、地上での解像度は 2.5フィ

ート（75センチ）といわれ、実体視も可能である。ただし、その

撮影はアメリカの軍事的関心に左右され、また衛星写真と違い広

範囲をカバーしないことなど、利用に際しては注意が必要である。

まだ未調査の点も多いが、本発表ではここ一年間にわかってきた

ことを報告し、関係者の関心を喚起したい。 

U-2 機による偵察撮影の背景 よく知られているように、U-2機は

アメリカ合衆国の秘密の偵察機として開発され、当初はソ連の核

兵器やミサイル開発の偵察に利用された。高空を飛行するため、

その攻撃は容易でなかったが、1960年 5月にソ連軍により撃墜さ

れパイロットが捕虜になって以後、その存在が広く知られるとと

もに、ソ連上空の偵察飛行は停止された。当時 CORONA衛星の

開発が進行していたことも、この停止に関与すると考えられる

（Day et al.1998）。これ以前より中華民国空軍のパイロットに訓

練を施すなど、U-2による偵察の準備が開始されていたが、1962

年初頭からその中国大陸上空飛行が本格的に開始された。 

 中華民国空軍では、すでに通常の飛行機による中国大陸の空中

偵察をアメリカとの秘密の協力関係のもとで実施しており（通称

「黒コウモリ中隊」による）、U-2機の偵察についてもアメリカの

関与を秘匿するため特別の中隊（通称「黒猫中隊」）を創設し、ア

メリカ国家安全保障会議の専門グループと大統領および中華民国

政府の承認のもとで偵察飛行を行った。撮影済みのフィルムはア

メリカに運ばれてからポジフィルムが複製され、中華民国に戻さ

れていたが、一時期には横田基地のアジア写真判読センター

(ASPIC)で処理されたこともある(Pedlow and Welzenbach 1992: 

226,229)。なお最近の台湾では「黒猫中隊」に関する公文書が公開

されるようになっている(荒武達朗徳島大准教授による)。 

U-2 機の撮影対象、写真の特色と今後の課題 以上のような U-2

機の偵察飛行については、CIAが刊行した Central Intelligence 

Agency and Overhead Reconnaissance: The U-2 and OXCART 

Programs, 1954-1974 (Pedlow and Welzenbach 1992)が詳しい。

2013年 6月に新たに公開されたこのテキストにも伏せ字が残るが、

核兵器開発や潜水艦の建造、飛行場やミサイル基地の偵察が主目

的であった。また中印国境紛争（1962～3年）に際しても偵察を

行い、インドのネルー首相に写真を提供している。ただし中華人

民共和国の防空能力は徐々に向上し、1968年以降陸上の偵察は行

われなくなり、電子偵察に移行する。 

 U-2機搭載のカメラは首振り型で、垂直写真のほかその両側の斜

め写真も撮影し、いずれも各コマは進行方向に向かって長細いか

たちとなる（47×22.5cm）。またフィルム・ロールは右と左に分か

れている。1フライトで撮影されるコマは 8000にのぼり、ロール

が 50本以上に達することもあり、特定の地域のコマを探し出すの

に長時間が必要である。 

この背景としては、経度 1度、緯度 1度の表示範囲に分割され

ている NARAⅡ備え付けの標定図（マイクロフィルム）からフラ

イトやコマの番号を知ることができても、目指す番号のコマを参

照するにはフィルム・ロールの缶に記入された番号だけが頼りな

ので、場合によってはカンザス州の倉庫に保存されている当該フ

ライトのロールを全部取り寄せる必要があるという事情がある。

取り寄せに数日かかるだけでなく、1回の閲覧で参照できるのは

10ロールにすぎない。また偵察飛行なので、雲のため地上が写っ

ていないこともしばしばである。 

今後は U-2機による写真の全容を把握するためには全 104のフ

ライトの飛行ルートの図示も目指したいが、標定図のないフライ

トのある可能性もみとめられ、利用の条件整備には関係者の協力

が必要である。 

なお、本発表の準備に際しては、岩田修二首都大学東京名誉教

授のご教示を得た。 
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